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前
　
時
2
分
。

11
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲
惨

さ
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を
育
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
原
爆
写
真
パ
ネ

ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
人
類
に

と
っ
て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

記
憶
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
・
■場 
左
表
の
と
お
り
。

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
は
、
食
料
自

給
率
の
向
上
を
阻
害
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
雑
草
の
繁
茂
な
ど
に
よ
り
病

害
虫
の
発
生
源
や
有
害
鳥
獣
の
す
み

か
に
な
る
な
ど
、
地
域
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耕
作

放
棄
地
対
策
は
極
め
て
重
要
な
課
題

で
す
。

　
県
で
は
8
月
を
「
耕
作
放
棄
地
解

消
月
間
」
と
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

重
点
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
「
印
西
市
遊
休
農
地
再
生

対
策
協
議
会
」
と
連
携
し
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
利
用
を
促
進
す
る
た
め

「
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対

策
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

緊
急
対
策
交
付
金

　
引
き
受
け
手
（
農
業
者
な
ど
）
が

行
う
耕
作
放
棄
地
の
再
生
や
、
土
づ

く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

胸
主
な
交
付
金
の
種
類
と
支
援
額
…

次
の
と
お
り
。

①
再
生
利
用
活
動
に
対
す
る
助

非
核
平
和
へ
の願

い
を
込
め
た
標
語

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
平

和
の
大
切
さ
や
そ
の
意
味
を
考
え
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
中
学

校
3
年
生
か
ら
募
集
し
た
「
非
核
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
た
標
語
」
の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
か
ら
1
8
8
点
の
応

募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
1
作
品
、
優
秀
賞
5
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
で
併

せ
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
入
賞
し
た
み
な
さ
ん
は
、
上
表
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

印
西
平
和
の
鐘

　
印
西
平
和
の
鐘
（
写
真
）
は
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国

宝
）
の
故
香
取
正
彦
氏
が
、
父
秀
真

成噛
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
＋
土
づ

く
り
）

煙
定
額
支
援
…
　
ア
ー
ル
当
た
り

10

7
5
街
0
0
0
円
。

②
施
設
等
補
完
整
備
に
関
す
る

助
成

噛
小
規
模
基
盤
整
備

煙
定
額
支
援
…
　
ア
ー
ル
当
た
り

10

2
5
街
0
0
0
円
。

※
①
～
②
の
交
付
金
は
、
原
則
、
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
諸
条

件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。

氏
の
出
生
地
で
あ
る
印
西
へ
の
記
念

と
し
て
、
生
前
制
作
に
取
り
組
み
、

平
成
3
年
2
月
に
、
ご
遺
族
よ
り
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
鐘
は
、
日
本
恒
久
平
和
の
象

徴
「
広
島
平
和
の
鐘
」
と
同
じ
鐘
で
、

鐘
の
正
面
に
は
故
吉
田
茂
首
相
の
筆

に
よ
る
「
平
和
」
の
2
文
字
が
刻
ま

れ
、
撞
座
の
左
右
に
は
瑞
鳥
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

※
平
和
の
鐘
は
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
4
3

6
・
4
3
7
）。

　
毎
年
、
8
月
　
日
は
「
戦
没
者
を

15

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と
し

て
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
数

多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
政
府
主
催
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
市
で
は
、
8
月
　
日
我
・
正
午
か

15

ら
市
役
所
玄
関
前
に
お
い
て
「
印
西

平
和
の
鐘
」
を
突
き
、
1
分
間
の
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
。
平
和
の
鐘
の

音
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
戦
争
で
亡
く

な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
追
悼
し
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
す
。
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
、

当
日
正
午
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
被
爆
地
の
広
島
市
と
長
崎

市
で
は
、
毎
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
典

を
行
っ
て
い
ま
す
。
式
中
で
、
原
爆

投
下
の
同
時
刻
に
、
1
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。

【
広
島
市
】
…
■時 
8
月
6
日
俄
・
午

前
8
時
　
分
。

15

【
長
崎
市
】
…
■時 
8
月
9
日
牙
・
午

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士が、
精神的な悩みに関する相談に応じます。

　うつ病の診断は、医療機関において、医師との面談や
心理検査、血液検査、脳波・CT検査などの結果を踏ま
えて診断されることが一般的です。
　最近では、光トポグラフィー（NIRS）検査も用いて診
断する方法もとられているようです。
　光トポグラフィー検査は、脳の血流変化を測定する検
査です。この血流量を検査することで、脳の働きを知る
ことができます。ただし、この結果のみで、「うつ病」
を診断するのではなく、ほかの検査結果など多くの情報
をもとに「うつ病」を総合的に判断します。
　厚生労働省では、この光トポグラフィーを取り入れて
いる医療機関を下記ホームページでご案内をしています。
【先進医療を実施している医療機関】
■ＨＰ http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo
/kikan02.html

最近のうつ病診断について
シリーズ・心の道標碓37 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

胸原爆写真パネル展の日程胸
展示会場展示期間 

市役所1階ロビー
8月1日我～15日我 中央駅前地域交流館

1号館1階ロビー

印旛支所1階ロビー
8月16日牙～31日画

本埜支所1階ロビー

※それぞれの施設の休館日は除きます。

胸非核平和の願いを込めた標語　入賞作品胸
賞作品学校名氏名

最優秀賞広げよう みんなでつくる 平和の輪木刈中学校塩野谷 隆一

優秀賞伝えよう あの日の出来事 忘れずに小林中学校佐藤 直哉

優秀賞必ず来る 核兵器のない 平和な日小林中学校末廣 七海

優秀賞とどけよう 非核平和への あなたの願い木刈中学校黒田 千晴

優秀賞核兵器 残る未来に 笑顔なし原山中学校薄井 穂乃香

優秀賞世界から みんなでなくそう 核兵器印西中学校松浦 志高

　
東
京
電
機
大
学
で
は
、
左
記
内
容

の
研
究
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

　
歳
以
上
の
健
常
者
　
人
を
募
集
し

60

20

ま
す
。

　
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

胸
目
的
…
適
度
な
日
常
的
身
体
活
動

が
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
ど
の
程
度
の
身

体
活
動
（
種
類
、
時
間
、
強
度
）
が
、

認
知
機
能
低
下
予
防
に
効
果
的
な
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

■内 
日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
活
動
に

つ
い
て
調
査
し
ま
す
。
定
期
的
に
認

知
機
能
測
定
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

栄
養
調
査
お
よ
び
健
康
体
力
に
関
す

る
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
、
測
定
に
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
身

体
活
動
習
慣
、
認
知
機
能
レ
ベ
ル
、

栄
養
度
、
体
力
な
ど
の
結
果
を
確
認

非核平和都市宣非核平和都市宣言言
　世界の恒久平和は、人類の共通の願いである。
　とりわけ、世界で唯一の核被爆国に生きる我々
は、再びこの地球上に「広島」、「長崎」の惨禍が
繰り返されることのないよう強く望むものである。
　印西市は、戦後50年目の年に当たり、核兵器が
この地球上から全て廃絶されることを願い、世界
の恒久平和を確立するため、ここに「非核平和都
市」を宣言する。

平成7年10月11日宣言

 世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

 耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
よ
う

8
月
は
耕
作
放
棄
地
解
消
強
化
月
間
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胸
協
力
期
間
…
8
月
　
日
俄
～
平
成

27

　
年
3
月
　
日
蚊
。

25

31

説
明
会

■時 
8
月
　
日
俄
・
午
前
　
時
～
正
午
。

20

11

■場 
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
福
田
記
念
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
1
階
V
―
r
o
o
m
）。

■対 
市
内
に
居
住
す
る
健
康
な
　
歳
以

60

上
で
、
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
　
歳
75

以
上
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
人
。

※
「
健
康
診
査
結
果
の
コ
ピ
ー
」
の

提
出
が
必
要
。

■定 
　
人
。

20
■申 
8
月
　
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
、

10

メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
身
長
・
体
重
を

記
入
し
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
東
京
電
機
大
学
未
来
科
学
部
人
間

科
学
系
列
・
木
村
（
〒
2
7
0
―
1

3
8
2
印
西
市
武
西
学
園
台
2
―
1

2
0
0
・
■メール k

im
u
ra@
cck
.d
e

n
d
ai.ac.jp

）。

 認
知
症
予
防
に
係
る

研
究
協
力
者
を
募
集
 

▲

印
西
平
和
の
鐘

▲耕作放棄地の増加は付近の環境
にもさまざまな影響を与えます


